
糸魚川市の行政改革推進について（意見・提案シート） 

 

◆提出者  委 員（10.16 受付） 

 

１ 基本的事項 

・今年３月に議会が提出した提言と市の対応を項目毎に文章で説明をお願いします。 

・現状の改革事項は、改善的要素が多いので簡単な報告にして、新しく下記の改革項目を追

加して議論するように希望します。 

   

２ 推進項目（20 年後も持続可能な糸魚川を実現するために） 

(1) 育児と仕事の両立が出来る糸魚川に 

   乳幼児保育の支援方法を整理して頂き、特に 0才から２才児が対応できているかを議論し

たい。 

 

(2) 雇用の増加と定年後も仕事が探しやすく頑張れる糸魚川に 

   雇用の増加方法の施策をまとめて頂き、年令別に不足している内容がないかを議論したい。 

 

(3) 中長期的な財政計画に基づく財政運営 

   長期的な投資経費の内容まで踏みこんだ議論をしたい。（10 年後、20 年後のビジョンがあ

れば含めて下さい） 

 

(4) 適正な定員管理と組織・機構の見直し 

   10 年後の予算規模 200 億円、人口 3 万人から 4 万人を基本に職員数と総人件費の目標を

設定して下さい。（事前に同規模の市町村を紹介願います） 

 

(5) 市民と行政の役割分担の再構築 

   行政の一部を地区、又は団体に可能な限り移管するために、全ての項目と課題を議論出来

るように資料の作成をお願いします。 

   

  

資料№１－１ 



◆提出者  委 員（10.20 受付） 

 

１ 基本的事項 

・コスト・スピード・成果を重視した行政経営に転換「協働によるまちづくり」「分権時代

にふさわしい組織づくり」は賛同できます。 

・市民とはどう市民の民意を捉えるのですか。市民と行政の結節点たる自治会・地域振興協

議会・地域づくり協議会などの参加が必要です。併せて自治会など行政の受皿としての組

織づくり、整備が必要です。 

・行政の効率化、成果重視＝小さな行政の実現には適切な受皿（自治会、数区の協議体＝地

域振興協議会、地域づくり協議会など）の設置、整備、育成が不可欠です。 

・各企業・事業所、商工、農林、水産など各種団体が生き延びる、成長の為の本音の要望を

持てる糸魚川市に有効な（技術的などの）提案を持込んで市と協働を図る。 

 

２ 推進項目 

 (1) 効率と成果を重視した事務・事業の推進 

  ・市庁舎内部門間の連携、専門部会設置以前に日常的な関係部門の連携・テーマの共有をは

かる。Ex.環境生活課―建設課（⇒自治会など）防災・防犯（環境生活課）―福祉事務所、

消防本部（⇒自治会など） 

  ・地域との協働 自治会などと十分協議 重要提案を吸い上げ後、市全体レベルで市で結論

を出す。地域側に合わせ責任を分つことが地域との協働ではありません。 

 

 (2) 中長期的な財政計画に基づく財政運営 

『中長期的な財政計画』は資料にあるのでしょうか。 

 

 (3) 適正な定員管理と組織・機構の見直し 

・課や係の枠を超えて職員が相互に応援し合う体制づくりは賛成ですが、課題・事業に関係

する部門が日常的に連携して的確に、効率的に業務に取り組む。現在は地域振興係を横串

にお願いして、自治会などは目的達成を図っています。 

  ・専門的な課題のある部門、専門性の高い職員を養成し比較的長期に業務に有効に活用する 

  ・職員の市民活動への参加は無論、自治会など地域活動への参画、戦力化、市との繋ぎ、調

整を積極的に果たして欲しい。職務に準ずる位置づけが欲しい。 

  ・時差出勤、交代勤務、休日振替、残業手当／役職手当の線引きなどの実態は。 

  

(4) 市民と行政の役割分担の再構築 

・市民とはどうゆう捉え方ですか。市民一人一人を対象とするのですか。役割分担に耐え得

るのですか。チーム糸魚川に市民の集合たる地域（自治会などの括り）が参画してないの

は理解出来ません。市政との役割分担と云うことであれば、地域の纏りの参画が受け手と

して必要です。 

・市道未満の里道、共同道路、住宅地の農業用排水路跡、除雪、防除、一斉清掃など自治会

などへの管理委託の役割分担を明確にし助成／責任を確保する。 


